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概 要 

 

毎冬多くの死傷者を出している屋根雪処理中の事故を軽減するためには、事前にその危険度を評価し、

処理の容易な屋根形状に変更したり、適切な処理方法を選択したりする等の具体的な対策を講じること

が重要である。しかし屋根雪は一様に積もる訳ではなく、建物の形状、周囲の状況、風向などによって

著しい分布が生じるため、単にその形状だけから危険度を正しく判定することは不可能である。本研究

では、流体数値シミュレーションに基づく方法によって、個別の任意形状の住宅の屋根雪分布を周辺建

物の影響を含めて予測しその危険度を事前に判定する方法を検討し、その有効性を実証することを目的

とする。 

第一に、屋根雪分布を予測するためのシミュレーションモデルのプロトタイプの開発を行う必要があ

る。そこで、これまでの建築環境や構造の分野で活用されてきた気流シミュレーションや吹雪シミュレ

ーションに関する既往の知見を活用して、屋根雪予測のためのシミュレーションモデルを開発した。さ

らに、最終的には一般の技術者が活用するシステムとする必要があるため、地形や建物データを処理す

るプリ・プロセスとシミュレーション結果を出力し図化するポスト・プロセスを開発した。 

次に、開発したシミュレーションモデルの精度を確認する必要がある。本研究では北海道の環境に適

合したシステムであることを確認するために、北海道の札幌市と下川町で屋根雪形状等を計測した。そ

の実測データとシミュレーションによる屋根雪形状の再現結果の比較を行った結果、定量的に一定程度

の精度は確認され、本モデルの有効性が示された。一方で、本研究他の対象とした北海道以外の地域に

適用できるように、雪面の吹き払い現象の詳細なモデル化など更なる精度向上に向けた課題が整理され

た。 

最後に、本研究で開発したシミュレーションモデルをプロトタイプとして外部評価を行った。自治体

の建築行政担当者、下川町の建築技術者、さらに札幌市郊外部の一般居住者に対してヒアリングやアン

ケート調査を実施した。その結果、本プロトタイプや屋根雪危険度判定に対する潜在的ニーズを確認す

ることができた。今後は、本研究で予測精度の確認が出来たシステムについて、更なる精度向上やユー

ザーインターフェースの向上を図ると同時に、本プロトタイプを用いて、民間または公共の建築物設計

における実際の屋根雪の検討を行っていく予定である。そのようにして評価実績を積み重ねた上で建築

行政サイドとの協議を進め、屋根雪危険度判定システムが民間あるいは公共の建築現場においてより積

極的に活用される仕組みづくりを目指すものである。 

 

 


